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正

本
稿
は
、
十
四
世
紀

の
真
言
宗

の
学
匠
、
果
宝

(
一
三
〇
六
1

一
三
六

二
)
の
著

述
で
あ
る

『菩
提
心
論
聞
書
』
全
七
巻

(本
稿
で
は

『真
言
宗

全
書
』
第
八
巻
所
収
の
版
を
用
い
る
)

の
内
容
を
検
証
し

つ
つ
、
果
宝
教

学
の
体
系

の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
果
宝
教
学
の
特
色
と
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
検
証
し
て
き
た
結

果
と
し
て
、
ま
ず

『大
日
経
』
の
教
主
論
、
禅
宗
批
判
、
宋
代
密
教

の

受
容
、
台
密
批
判
、
本
地
垂
迩
説

(両
部
神
道
)
の
受
容
、
及
び
持
戒

清
浄
印
明

の
伝
授
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ

る

『菩
提
心
論
聞
書
』
に
お
い
て
も
、
前
述
し
た
果
宝
教
学

の
特
色
の

一
端
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
本
稿

で
は
紙
幅

の
制
限
上
、

こ
の

『聞
書
』
(以
降

『聞
書
』
と
略
す
)
に
見
ら
れ
る
、
呆
宝
教
学

の

特
色

の
中

か
ら
、
禅
宗
批
判
と
持
戒
清
浄
印
明
の
伝
授
と
い
う
二
点
に

絞

つ
て
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
ま
ず

『聞
書
』

の
成
立
年
代
、
内
容
、
構
成
を
略
述
し
、
作
者

の
問
題
に
若
干
触
れ
、

そ
し
て
検
証
作
業
を
行
う
と
い
う
順
序
で
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
れ
で
は
こ
の

『聞
書
』

の
成
立
年
代
と
内
容
、
構
成
を
簡
略
に
述

べ
て
み
る
。
ま
ず
、
題
号
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の

『聞
書
』
は
真
言
宗

で
重
視
す
る
、
所
謂

『十
巻
章
』
の
中

の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
、
龍

猛
造

・
不
空
訳

『菩
提
心
論
』
に
対
す
る
註
釈
書
で
あ
る
。
次
に
成
立

年
代
で
あ
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
全
七
巻

の
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
口

書
に
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
箇
所
よ
り
見
れ
ば

、
貞
和
四
年

(
一
三
四

八
年
)
十
二
月
よ
り
同
五
年

(
一
三
四
九
年
)
十

二
月
に
か
け
て
東
寺
勧

学
会
恒
例
談
義
に
お
い
て
果
宝
が
講
じ
た
所
の
聞
書
で
あ
る
こ
と
が
分

る
。
続
い
て
内
容
、
構
成
を
略
述
し
て
み
る
。

ま
ず
、
全
七
巻
の
第

一

巻
に
お
い
て
は
、
龍
猛
菩
薩
千
部
論
事
、
千
部
論
中
以
二当
論
釈
論

一為

二真
言
所
学
論
蔵
一事
、
二
部
十

一
巻
中
以
二当
論

一為
二密
蔵
肝
心
論
一事
、

当
論
集
義
釈
経
分
別
事
、
当
論
両
部
摂
属
事
、
題
号
釈

・
金
剛
釈
事
、

菩
提
心
法
体
事
、
論
得
名
事
、

一
経

一
論
安
二
二
題

一例
証
事
、
龍
猛
之

名
号
梵
漢
事
、
龍
樹
得
名
事
、
龍
猛
得
名
事
、
当
論
所
造
縁
起
事
、
龍

猛
菩
薩
出
世
時
代
事
付
造
論
時
代
、
訳
号
釈
事

の
以
上
、
十
六
項
目
に

つ
い
て
解
釈
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
第
二
巻
よ
り
第
七
巻
ま

で
は

『菩
提
心
論
』
本
文
に
対
す
る
註
釈
と
な

っ
て
い
る
。
・そ
し
て
第
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一
巻
を
同
様
な
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
て
、
合
計
九
十
五
ヶ
条
か
ら

成
つ
て
い
る
。
ま
た
、
参
考
に
し
て
い
る
典
籍
に
つ
い
て
は
、
直
接
に

『菩
提
心
論
』
の
他

の
註
釈
書
と
し
て
遍
満
、
真
頂
、
済
逞
、
実
範
、
覚

鎮
等
の
書

を
引
用
し
、
ま
た
、
頼
喩
、
道
範
、
信
日
、
我
宝
、
頼
宝
、

覚
済
、
安
然

等
の
説
も
引
用
し
て
い
る
。
以
上
が
内
容
と
構
成
で
あ
る
。

さ
て
、
具
体
的
な
本
文

の
検
証
に
入

い
る
前
に
、
こ
の

『聞
書
』

の

作
者

の
問
題
に

つ
い
て
若
干
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
の
問
題
は

『聞
書
』
巻
第
七

の
奥
書
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
云貞

和
五
年
十
二
月
二
十
日
結
願
了
。
至
二三
摩
地
段
一者
説
二雑
秘
密
事
一之

間
略
レ
之
。
凡
上
来
所
レ書
之
功
徳
法
門
於
二十
之
八
九
一者
錐
レ違
二文
理
一。

至
二万
之

一
毛
一者
可
レ会
二論
宗
一唯
願
以
二此
功
徳
一
一
切
衆
生
同
可
レ証
二菩

提
極
築

　

と
だ
け
あ

っ
て
、
記
者
名
は
不
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
杲
宝
撰
と
あ
る
が
、

厳
密
に
は
杲
宝
が
講
じ
た
も
の
を
聴
衆
の
一
人
が
筆
録
し
た
書
で
あ
る
。

さ
ら
に
各
巻

の
処

々
に

「読
師
、
料
簡
云
」
、
あ
る
い
は

「読
師
、
義

云
」
な
ど
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
杲
宝
自
ら
執
筆
し
た
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
杲
宝
の
他
の
著
述

の
中
に
も
、
こ
の

よ
う
な
聞
書

の
形
式
を
と
る
も
の
が
多

い
の
で
あ
る
。
従

つ
て
杲
宝
だ

け
で
な
く
、
筆
録
者

の
感
想
も
混
じ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
残

つ

て
し
ま
う

こ
と
に
も
な
る
。
以
上
で
作
者
の
問
題
の
考
察
を
了
え
る
こ

と
に
し
て
、
具
体
的
な
内
容

の
検
証
に
移
り
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
前
述
し
た
よ
う
に

「禅
宗
批
判
」
に
関
す
る
箇
所
を
検
証
し

て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
禅
宗
批
判
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
筆
者
が

こ
れ
ま
で
に
考
察
し
て
判
明
し
た
結
果
と
し
て
、
杲
宝
教
学

の
中
で
も

非
常
に
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
杲
宝
の
著
述

の

一
つ
と

し
て

『開
心
抄
』
全
三
巻
と
い
う
書
が
あ
り
、
そ

の
全
三
巻
中

「上
巻
」

に
お
い
て
禅
宗
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の

『開

心
抄
』
上
巻
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
杲
宝

の
禅
宗
批
判
の
内
容

は

西
天
二
十
八
祖
説
批
判
、
密
禅
併
修
説

へ
の
批
判
が
中
心
と
な

つ
て
い

た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の

『聞
書
』
に
お
い
て
の
禅
宗
に
対
す
る
杲
宝
の
見
解

は

ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は

『聞
書
』
巻
第
二
に
見
ら
れ

る
。
そ

の
巻
第

二
に
お
い
て

『菩
提
心
論
』
本
文
の
、

「惟
.真
言
法
.

中
二
..、即
身
成
仏
.ルガ
故
二是
.説
,
三
摩
地
.法
り
於
コ諸
教
ノ
中
暢閾
.,.而
不

レ書
セ」
(『真
言
宗
全
書
』
八
、

=
二
三
下
)
と
い
う
箇
所
に
対
し
て
の
註

釈
部
分
に
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
箇
所
に
引
か
れ
る

『菩
提

心
論
』
の
文
は
空
海
の

『即
身
成
仏
義
』
と

『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
引

用
さ
れ
て
い
る
。
従
つ
て
真
言
密
教

に
と
つ
て
、
非
常
に
重
要
な
即
身

成
仏
説
に
つ
い
て
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、、
杲
宝
は
、
こ
の

『菩
提
心
論
』
の
文
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
禅
宗
を
結
び
付
け
て
、
註
釈
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
次
の
よ
う
な
問
答
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
問
い
の
部
分

で
、

問
。
下
.文
又
乗
二散
善
門
中
弓経
二三
無
数
劫
一文爾
者
顕
教
.散
善
門
也
。
今
ハ
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是
説

三
摩
地
法
文
爾
.者
真
言

ハ
三
摩
地
宗
ナ
ル
ガ
故
二定
善
也
。
此
ノ
分
別
ノ
曲
如
何
。

御
請
来

録

一云
。
修
定
多
途

二有
四
遅
有

四
速
。
翫
コ
ハ
一
心
.
利
刀
↓
顕
教
。
揮

コ
ハ

三
密
金

剛
り密
蔵
ナ
,
文
若
.
此
.
釈
オ
.於

二
修
定

く顕
密

.
二
.
見
タ
リ
爾
者
如
何

(『
真

言
宗
全
書
』
八
、

一
三
四
下
)

と
尋

ね

て

い
る
。

こ
れ

は

、

顕

教

を

散

善

門

に
位

置

付

け

、

さ

ら

に
禅

定

の
修

め
方

に
顕

教

と
密

教

と

の
優

劣

を
付

け

よ
う

と

す

る
空

海

以

来

の
伝

統

的

な

真

言

密

教

の
立

場

か

ら

の
問

い
で

あ

る
。

こ

の
問

い

に
対

す

る
答

え

の
中

に
禅

宗

へ
の
対

応

が

、

次

の
よ

う

に
説

か

れ

る
。

答
。
顕
教
修
定
ト
者

一
心
利
刀
.
位
也

。
仮
令
心
性
.
不
生
不
滅
非
青

非
黄
無
色

無
形
ナ
ル
。
心
性
.
空
寂
不

生
,
処
,
為

レ定

。
是
.
.
禅
門

ス
定
ユ
本
分

田
地

↓
。
天

台
華
厳
所
レ
宗
ト
.
ル
也
。
是
.
則

一
分
修
定

ナ
ル
ガ
故
二
大
師

ハ
入
ユ
玉
.
修
定

.中

暢
。
今

真
言
教

ニ
ハ此
ノ位

,
バ
無
識
心
三
昧
ノ
位

ニ
シ
テ
。
未
レ
至
二
金
剛

五
相
、
観

門
弓
。
今
初

入
二
五
相
.
観
《。
是
.
真
,
定
也
。
傍
テ
於

二
当
宗

略随
け
分

二錐
レ
修
膝
定
。
未
汐
入
二

五
相
観
鳳
散
善
也

。

(『真

言
宗
全
書
』

八
、

=
二
四
下
)

こ

こ

で

の
論
旨

は

、
ま

ず

禅

宗

の
本

分

田

地

と

い
う

境

界

が

華

厳

や
天

台

の
修

め

る

所

の
禅
定

と

変

わ

る

も

の

で
は

な

い
と
述

べ

て

い
る

。
続

け

て
真

言

密

教

の
五

相
成

身

観

、

及

び

無

識

心

(身

)

三

昧

の
境

界

に

は
禅

宗

の
本
分

田

地

は

及

ぼ

な

い
と
説

い

て
、

真

言

密

教

の
優

位

性

を

示

し

て

い
る

。
従

つ
て
、

こ

こ

で

は
、

杲

宝

は
禅

宗

を

散

善

門

に

あ

る

と

し

て
一

あ

く

ま

で
も

顕

教

の
立

場

に
位

置

付

け

よ

う

と

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

つ
ま

り

、

こ
れ

は

日

本

の
禅

宗

(特

に
臨

済
禅
)

の

「密

禅

併

修

説

」

(夢
窓
疎

石
や
虎
関
師

錬

の
禅

風
)
に
対

す

る
批

判

と

い
う

こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に

「持
戒
清
浄
印
明
」
に
関
連
す
る
記
事
を
検
証
し
て
み
た
い
と

思
う
。

こ
の
持
戒
清
浄
印
明
と
は
高
山
寺
の
明
恵
上
人

(
一
一
七
三
-

一
二
三
二
)

が
文
殊
菩
薩

の
影
向
を
感
得
し
て
、
持
戒
清
浄

の
印
明
を
授
か
っ
た
と

い
う
伝
説
か
ら
始
ま
つ
て
、
代
々
伝
授
さ
れ
各
地
に
拡
ま
つ
て
い
っ
た

印
明
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
高
山
寺

に
残
さ
れ
て
い
る
持
戒
清

　
　
　

浄
印
明
の
血
脈
の
中
に
杲
宝

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
高

山
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
血
脈
だ
け
で
は
な
く
、
杲
宝
と
持
戒
清
浄
印
明

と
の
関
係
を
筆
者
は
、
杲
宝
が
著
し
た

『
二
教
論
研
藪
抄
』
の
中
に
見

　ヨ

い
出
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

『
二
教
論
研
藪
抄
』
巻
第

五
に

「浄
光
明
寺
長
老
」
と
い
う
人
物
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い
た
か
ら

な
の
で
あ
る
。
こ
の
浄
光
明
寺
と
は
鎌
倉
に
在

る
諸
行
本
願
義
系

の
浄

　　
　

土
宗
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
第
三
世
の
高
慧

(
一
二
八
四
-

一
三
三
八
)
が

持
戒
清
浄
印
明
を
称
名
寺

の
湛
容

(
一
二
七

一
―

一
三
四
六
)
よ
り
授
け

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
高
慧
に
よ
つ

て
浄
光
明
寺
は
浄
土
、
密
教
、
律
、
華
厳
の
四
宗
兼
学

の
寺
院
と
な
つ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
前
の
高
山
寺

の
血

脈
に
よ
れ
ば
、
高
慧

は
円
慧
と
い
う
人
物
に
こ
の
持
戒
清
浄
印
明
を
授
け
て
い
る
。
こ
の
円

慧
は
杲
宝
の
兄
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
従

つ
て
杲
宝
と
浄
光
明
寺
と
の

関
係
は
深
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の

『聞
書
』
に
お
け
る

持
戒
清
浄
印
明
と

の
関
係
を
検
証
し
て
み
る
。
そ
れ
は

『聞
書
』
巻
第
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六

に

あ

る

『
菩

提

心
論

』

の
、

「能

ク
従

四
凡

入

二
仏

位

一者

ナ
リ
。

亦

超

コ
十

地

.
菩

薩

.
境

界

ご

(『
真
言
宗
全
書

』
八
、

一
九
六
下
)

と

い
う
文

に
対

す

る
註

釈

部

分

に
記

さ

れ

て

い
る

。

こ

こ

で

は
、

「従

凡

入

二
仏

位

者

。
」

と

い
う

箇

所

が
、
重

要

な
意

味

を

持

つ

て

い

る
。

つ
ま

り

、

こ

こ
に

は

凡

夫

の
位

の
ま

ま

、
仏

位

に
入

い

る

と

い
う
即

身

成

仏

思

想

が
見

て
取

れ

る

の

で
あ

る
。
従

つ

て

こ

の
箇

所

に
対

す

る
註

釈

に

力

が
払

わ

れ

て

い

る

と

い
う

こ
と

に

も

な

る

。

そ

れ

で

は

「持

戒

清

浄

印

明

」

に
関

わ

る
箇

所

を

見

て
み

る

。

出
生
義

二
云
。
削
」地

位
,漸

階
↓
開
コ
。
白
妙
頓
旨
蔑
常

.義

ニ
ハ等

妙
頓
旨
ト
者
指

二
等
妙

二
覚

9白
毫
院
円
光
坊
義

一ス
指
二
妙
覚
矧
妙
覚
↓
鼓
云
二
等
妙
頓
旨
↓
。
妙
覚

,
バ
云

二無
上

正
等
正
覚
↓
故
也
。
是
.
猶
生
仏
.
ヰ
間

二不

レ置

レ位

.意
示
レ
之
ヲ
也
。

是
ヲ
名

二従

凡
入
仏
位
.
大
宗
↓
也

(『
真
言
宗
全
書
』
八
、
―
九

六
下
ー

一
九
七

上
)

こ

こ

で

は

波

線

部

に

示

さ

れ

て

い
る

白

毫

院

円

光

坊

と

い
う

人
物

が

、

こ

の
持

戒

清

浄

印

明

に
関

わ

る

の

で
あ

る
。

ま
ず

、

こ

の
白
毫

院

と

は

　　
　

京
都
東
山

の
太
子
堂
白
毫
院

(西
大
寺
系
の
寺
院
)
の
こ
と
を
指
す
。
そ

し
て
円
光
坊
と
良
含

(
一
二
七
四
―

?

)
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
良
含

は
、
多
く
の
持
戒
清
浄
印
明

の
血
脈
に
名
を
列
ね
て
い
る
こ

と
が
判
明
し

て
い
る
。

つ
ま
り
杲
宝
は

『聞
書
』
に
お
い
て
、
こ
の
円

光
坊
の
説
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
。
そ
れ
は
、
直
前
に
引
用

し
て
い
る
。

『出
生
義
』

(『金
剛
頂
喩
迦
三
十
七
尊
出
生
義
』
)
が
真
言
密

教
で
重
視
す

る
典
籍
の

一
つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従

つ
て
、
杲
宝
と

持
戒
清
浄
印
明
と
の
関
係
が
、
こ
の
箇
所
か
ら
も
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

以
上
で

『菩
提
心
論
聞
書
』
の
中
よ
り
、
禅
宗
批
判
と
持
戒
清
浄
印

明
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
証
を
了
え
る
こ
と

に
し
た
い
。

1

『真
言
宗
全
書
』
八
、
二
二
一
頁
上
)

2

田
中
久
夫

「持
戒
清
浄
印
明
に
つ
い
て
」
(
一
)
―

(三
)
『金
沢
文
庫

研
究
』
、通
巻
二
九
号
―
一
二
一
号

3

拙
稿

「杲
宝
撰

『二
教
論
研
覈
抄
』
考
」
(『駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学

研
究
会
年
報
』
第
三
一
号
所
収
)

4

納
冨
常
天
『金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
』
「第

一
編
東
国
仏
教
と
金
沢
文
庫
、

鎌
倉
に
お
け
る
華
厳
教
学
―
金
沢
文
庫
資
料
を
中
心
と
し
て
―
」
を
参
照
。

5

同
上

『金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
稀
観
資
料
篇
6

「東
山
太
子
堂
白
毫
寺

と
忍
性
供
養
塔
」
を
参
照
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

杲
宝
、
『菩
提
心
論
聞
書
』、
本
分
田
地
、
持
戒
清
浄
印
明
、

太
子
堂
白
毫
寺
、良
含

(駒
沢
大
学
大
学
院
)
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